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ま え カヾ き

ペナン共和国政府の農業開発に対する努力に応え､海外農業開発コンサルタント協会

(ADCA)は,深滞■友堆(㈱建設企画コンサルタント)と染矢主文(日商岩井

㈱)の2名を事前調査団として現地に派辻し､オウエム及びモノ地区小規模港漉開発計画

に係わる事前調査を実施した｡

調査団は､平成5年7月19日から8月7日の20日間同国に滞在し､現地踏査,関係資料

の収集に当り,ペナン政府担当者要人との協議等を実施した｡

本字前調査報告書は､現地調査の結果及び収集資料･情報を基に､オウエム及びモノ地

区小規模雇叔開発計画に関する現況/実施方針等を示すものであるo

調査団は､本事前調査報告書がペナン政府の推進する農業開発の一助になることをJL､カ

ら望むものである｡最後に､調査団に対し適切な助言とご指導を賜った在象牙海岸日本国

大使館,ペナン国地域開発省(MDR)
,外務協力省(MAE)をはじめとする両国政府

関係頼関に対し深甚なる謝意を表したいo

平成5年8月 ADCA事前調査団

深 葎 友 碓
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1.背 景

ペナン共和国は仏西アフリカの一部であったが. 1960年8月1日にフランス海外領土

からダホメ共和国として独立し, 1975年に国名をベナン人民共和国に改名し, 1990年2

月の国民会議に於いてペナン共和国となり,現在に至っている｡ペナン国は西アフリカ

大陸に位置し,東西80血(東経1o -4o )南北670km (北緯6o -13o )と大西洋岸

から北部の奥地へ細長く伸びた国土(国土面穣約112, 622km2)を占めている｡南部は大

西洋に面し,西部にトーゴ,東部にナイジェリア,北部をニジェール及びブルキナファ

ソの各国と隣接している｡

ペナン国全土に於ける農地(作付)面積は1981年時点で約90, 200haであり,国民総人

口は1989年時点で440万人であり,その国民の70%が農業に従事しており,国内総生産

の40%を占める農業国であり.国民一人当りのGNPは260口SS (1985年時点)となって

いる｡

首都は,南部ギニア湾岸にあるポルトノボ市に定められているが,実質的政治経済の

中心地は50km離れたコトノ自由港のあるコトノ市である｡

｢ペナンJは北西部のアタコラ山地(最高海抜750m)を除き､ほぼ海抜330m以下

の低平な地形を呈している｡海岸地帯は､典型的な赤道気候帯に属し､大小2回ずつの

雨期があるが､北部は大陸性熱帯気候帯であって､年1回ずつのはっきりした乾･雨期

がある｡海岸部では年平均1,200】Ⅶの降雨があるが､内陸へ向かうにつれ少なくなり､

最北部では年900m皿程度となる｡最大の河川は､国土を北から南へ継続して流れるオウ

エム川であり､年平均49億m3の河水の流出があり､約70%の流出率を示している.

ペナン国の主要産業は農業であり､オイル,パーム,綿花,ココア,コーヒー,落花

生等が生産され､ナイジェリア,オランダ,フランス及び日本へと輸出されている｡

主要輸入品は､繊維,織物,機械類等であり､その輸入国は､フランス,イギリス,オ

ランダ,中国である｡又､ 1982年から原油の生産が始まり､金と燐鉱石の埋蔵も確認さ

れている｡

このような状況の中でベナン国は､特に農業開発を最重要課題とし､担当省庁である

地域開発省は､ここ数年人口増加に見合った食料確保を目指し､用排水路網等の雇概整

備を行い農産物の生産増加に力を注いでいる｡主要農産物は､トウモロコシ.キャッサ

バ,じゃがいも,落花生,オイルパーム,綿花,木材等である｡

_
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地域開発省では､農業部門の開発に閲し､農業生産性の向上と農地の拡大等を目指し

て｢1988年-1992年の期間における農業政策のための実施計画+を策定している｡この

3ヶ年計画の趣旨は､以下の通りである｡

(1)国内における水利用

卑.港概農業

b,住民への飲料水の供給

c.家畜への水供給

d.養 魚 開 発

(2)農業生産の増加

a.食料自給の確立

b.第一次産物としての農産物の補充

c.外貨獲得のための余剰農産物の輸出

又､上記目的を達成するために､国内において次のようなプロジェク卜を実施する必

要があると論じられており､国家地域整備計画の枠の中で位置づけられているc

(1) 60ケ所の堰の維持･建設プロジェク卜

(2) 50ヶ所の溜池の建設プロジュク卜

(3) 145ケ所の浅井戸と60ケ所の大口径の複合井戸

(4)濯概地区5.000haのリ-ビリ及び整備プロジェクト

(5)合計2,493kmの農道の維持及び実施プロジェク卜

_ ウ _



2.地区の概要

(1)位置･地形

プロジェクト対象地坂は､ペナン国南部地域のオウエム州及びモノ州で大西洋岸に

接して北部へ広がっている低平地で､海抜は大きくOm-50mと50m- 200mの2つ

に区分できる｡

南部の海岸部は第三系の堆積岩層から､中部の大部分は先カンブリア系の結晶若か

ら形成されているc

モノ州は12地区に分割されており､モノ川の流域が広がっており､又､オウエム州

は同様に14地区に分割され､オウエム川の流域が下流に広がっているol

(2)気 候

南部地域での年平均降雨量は1, 200皿程度で､年平均気温は27. 6℃と典型的な赤道

気候に属している｡温度は80%以上の日が多く､ 4-6月の大雨期と9-10月の小雨

期の2つの雨期と､ 11月と3月までの乾期に分かれている｡ 1990年における各都市の

気候は､以下の通りである｡

COTONOU Porto-Novo Bob icon Sove

年間降雨土(孤) 1,234 1,060

年平均最高気温ぐC) 30. 1

年平均最低気温ぐC) 24. 7

日平均日射時間(ねrs) 6. 0

年平均最高湿度(%)

年平均最低湿度(%)

年平均風力(班/s) 3.7

1, 234 1, 234

30. 1 30. 1

24. 7 24. 7

6.0 6.0

3.7 3.7

_ q _



(3)農業の萌状

ペナン国の南部地域札 他地区と比較して降雨Jtが多く又,肥沃な土壌を有して

農業ポテンシャルが非常に高い地域となっている｡オウエム及びモノ地区にはそれ

ぞれオウエム川及びモノ川が流れており;それらの支流に国全体の34X ⊥ 42Xを占

める耕作地帯が広がっている｡主要農作物はトウモロコシ,栄,キャッサバ,落花

生,綿花 タバコ等である｡

食杜作物生産土 (単位: 1000トン)

項目 1984/85 1985/86 1986/87 1987/88 1988/8g

ミレット･ソルガム

米(水稲)

キャッサバ

ヤム芋

落花生

禄豆

パーム

綿花

92. 9 90. 9 108. 3 114. 8 157. 7

7.7 8.3 8.5 8.2 11.2

688.7 708.0 725.3 570.2 1,004.3

819.5 778.6 874.5 834.9 1,072.6

1.3 0.1 1.5 4.7

47. 0 43. 8 44. 4 40. 0 61. 1

24.7 8.0 7. 1 9.1

88. 1 8g.3 131. 3 70. 2 120. 0

オウニム地区及びモノ地区の農業就労人口は,全休のそれぞれ17. 2%を占めてい

るが.頚在の耕作面棟は可耕地の14. 5%に過ぎない｡農業セクターに於ける問題点

は以下の通りであるo

(1)用排水路網の不備による給水王の不足

(2)濯赦施設のリハビリを含む維持管理の不備

(3)必要肥料の不足

(4)農道,貯蔵鬼設等のインフラの未整備

(5)カカオ,タバコ,コーヒー等の換金作物の市場価格の不安定による圧迫

(6)雇概整備･開発時に於ける農生産者による共同組合の未組織化

_
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3.計画の目的

本計画の目的は,農業ポテンシャルが高い南部地域のオウエム地区及びモノ地区に表

涜水及び地下水蘇を利用した小規模謹淑計画を策定し､乾期に換金性の高い野菜作物の

生産力を高めると共に､ A産物の輸送に不可欠となる地方農村道路等のインフラ整備を

行ない,地域住民の現金収入の増加及び生活環境の向上を図り,更には食料自給の確立

を目指すものである｡

4.本計画の牧羊

本計画の目的を達成するためには､以下のような計画を策定する必要がある｡

(1)本計画の立案･策定に当たって地形･地質状況を考慮して地下水依存土を把握する

と共に､降雨状況,農業状況及びインフラ環境等を検討してプロジェクト対象地域全

林の農業開発計画を立案する｡

(2)小規模惑乱 井戸蒐乱 生活用水,インフラ整備,ポストハーベスト等に関連する

施設の設計｡

(3)営農計画及び作物体系の策定

(4)プロジェクト実施前.実施後の計画地区に於ける環境アセスメント

(5)建設計画の策定及び工事費の横井

(6)本計画の事業評価

5.開発調査への捷案

(1)調査の目的

a.対象地域に於ける表流水及び地下水開発可能依存丑を評価し,表流水及び地下水

源の開発利用計画を策定する｡

b.対象地域に於ける土地利用区分を策定し,開発使先地区を選定する.

c.表流水及び地下水源を利用した小規模港就システムを確立するo

d.対象地域に於ける営農計画,アクセス道路,ポストハーベスト施設を策定する｡

e.環境アセスメント調査

く2)詞査の概要

- 5 -



a.対象地域

b.調査方法

Phase I

オウニム地区及びモノ地区

本調査はPhase I及びPhaseⅡに分けて調査を実施するo

[第1次草地詞査〕

･調査対象地区の地形図(S=1/50,000)及び基礎データ(気象 水文,土地利用,

土壌,営農,地形,地質,地下水,河川流Jt,水質,揚水試験言己録)の収集

･調査対象地区の表流水.地下水依存1及び土地利用状況調査

･贋設構造物(井戸,農道,藩概施設)のサイト調査

〔第1次国内解析〕

･プロジェクト計画適地選定基準を立案し,小規模港概が可能な地区を概定する.

･小規模港概の適正規模を策定して雇概施設.井戸及び農道等の概略設計を行う.

Phase Ⅱ

〔第2次現地調査〕

･プロジェクト計画適地についての地形図(SニI/500)の作成及び補足資料の収集

･プロジェクト計画適地に於ける詳細サイト調査(地下水.地質,土壌,営農
農

作物)

･小規模雇叔計画の策定及び各様造物の概略設計

〔第2次国内解析〕

･地下水依存土評価及び表流水に於ける水収支解析

･井戸施設及び小規模遵赦免設の策定

･インフラ整備計画の策定

･営農計画の策定

･建設工事費の穣算

･事業評価及び環境アセスメント評価

c.調査期間 12ケ月

-6-



6.相手国実施権関

本調査は地域開発省･農業土木局が実地機関となって推進される0

丁.総合所見

(1)事業のインパクト

農業部門の開発は気象.土壌等の自然条件に左右されるとはいえ,ペナン国では

国民の70タ紬i農業に従事している事から,ペナン政府は特に強化すべき部門と位置付

けて,将来の同国の経済発展の鍵を握る重要な産業分野の一つであると考えている｡

本計画の対象地域となっているオウエム及びモノ地区はいずれも降雨土や地下水

依存tが他地区と比較して豊富であり.且つ人口が集中している事等から,国内でも

農業ポテンシャルが非常に高い地域となっている｡しかしながら,現在は天水農業に

頼っている為に農産物の恒常的な生産が望めない｡従って,本計画はオウエム及びモ

ノ地区で乾期においても安定した濯灘用水の供給を目的とした小規模濯概を策定し,

野菜を主とした農産物の増加を図る｡更に収穫した農産物の輸送を円滑にする為に,

地方農村道路等のインフラ整備も同時に実施して,地域住民の生活安定を図るととも

に,長期的には農業生産及び農家収入の向上にもつながる等.多大な効果が期待でき

る｡

(2)期待する次のステップ及び調査必要事項

本計画を実施するに当り,まずフィージビリティ調査が必須条件になると考えら

れる｡オウエム及びモノ地区の農業ポテンシャルの高い南部地域で.乾期に於ける野

菜栽培を実施する為に蓑流水及び地下水源を利用した小規模漕概の策定を行ない,逮

地選定,各構造物の規模及び施設内容についての開発可能性を検討する必要がある｡

Phase Iでは対象地域全体に於ける農業ポテンシャル,表流水,地下水依存土等

を調査し,プロジェクトサイトの適地選定を行ない,次の段階であるPba5e Ⅱに於い

てプロジェクト候帯地の地形,地質,表洗水,地下水依存丑,土地利用状況,藩政面

乱 農作物価格マーケッティング等についての詳細調査を実施する必要がある｡

-7-
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A-1.調査員の略歴

氏名 略歴

I深滞友並

染矢豊文

昭和29年8月1日生

昭和50年3月宮城県農業短期大学農業土木科卒業

S.50.4-S.53.9㈱新東洋技術コンサルタント

S.53.12-S.56.6青年海外協力隊(モロッコ)

S.56.9-現在㈱建設企画コンサルタント

海外本部課長代理

昭和39年7月4日生

平成2年3月東京外国語大学外国語学部卒業

H･2･4-現在日商岩井㈱産業機械部･第三課.

A-2.調査日程

染矢豊文(現地参加)

】

日程表

E日数

I

年月日 曜日】出発地
i

到着地 宿泊地 備考

1 H5.7.28 水iアビジャンコトノ コトノ 移動

12 7-29≡木 i コトノ 地域開発省･外務協力省

3 7.30 金 コトノ 地域開発省･外務協力省

4 7.31 土 コトノ アビジャン アビジャン 移動

5 8.i 日 アビジャン 資料整理

6 8.2 月 アビジャン 日本大使館報告



(深葎友並)

日程表

日数 年月日 曜日 出発地 到着地 宿泊地 備考

1 E5.7.19 月 成田 7ムスチルダム 7ムステルダム出国

2 7.20 火 7ムステルダム パリ 移動･パリJIC時務所

2 7.20 火 パリ 機内泊 移動

3 7.21 水 アビジャン アビジャン 移動･日本大使館訪問

4 7.22 木 アビジャン ビザ申請(ペナン)

5 7.23 金 アビジャン ビザ取得(ペナン)

6 7.24 土 アビジャン コトノ コトノ 移動

7 7.25 日

F

Eコトノ:資料整理
】

】

87.26 月

i

tlコトノ ;地域開発省打合せi

9
I

7.27 火

F
】

】

コトノ 現地調査

10 7.28

1

水;

i

コトノ 項地調査

ll 7.29 木 コトノ 地域開発省･外務協力省

12 7.30 金 コトノ 地域開発省･外務協力省

13 7.31 土 コトノ アビジャン アビジャン 移動

14 8.1 日 アビジャン 資料整理
】

1

l



(深厚友娃)

日程表

日数 年月日 曜日 出発地 到着地 宿泊地 備考

15 8.2 月 アビジャン 日本大使館報告

16 8.3 火 アビジャン 資料収集

17!814 水 アビジャン 横内泊 移動

F
;18i8.5
l

木 アムステルダム
,7ムステルダムI

移動

も19 8.6】

】

金 7ムステルダム
l機内泊

移動

l20
8.7 土

i
F

成田 帰国
l

A-3.資料収集リスト

1. Carte G6r占Ie, Rep血1i可妃du Benin

2. Carte G6r占ユe, kpibliqtk du f5enin

3. Carte de L.afrique de l'ouest (porte-虻m)

4. Cab de Cotonou

s=1/600.000

s=1/2′000,000

s=1/50 ′000

s=1/10′000

5. FI位E SIQ弧汀IQUE DE PFnJET

sch6rtn directe∬ de construdi00de Fetites retenues d■eau主buts

agrO一声追tOrauX

6. F=Cm S工①仏工正汀=QUE DE PFnJET

Mise en valeur agricole du delta de 1-cLm′ Fir血道tre riヱicole a-A亡fame

7. F=(ユ正S=Q弧=QUE DE弧J王汀

dvel耶1t des an血gemnts hydro-agricoles

8. F=0Ⅲ S=弧=gJE Df: PfnJET

dvelqpEmt deユa ptite irrigaticn (Va11占e du Niger)

9. F=CfE SIGDnm=珠JE DE PfnJFII

Equi阿℃nt de la direcヒion du g6nieruraユe

10. FZCtE S=QM=QUE DE PZnJET

Plan national a 'irrigation



ll. P工ANS DI仰 txJ紙皿STfREエロDEVE【上汐弧汀RロRAエPm工JES T■R:)IS

打皿工NES AZQqEES (1992-1994 )

12. mAT=CN DES SOLS, STRUCIt3RE DE工A EりPUI.ATTαJ 良 PFmCN AL3i=G)u

(1980-1989 )

13. CA工亡【フ工丘DES00正S Cm=ロブE

14.孤乃汀I)E mT=CN DES CImS Ⅰ又JG即工E RtⅡび皿

15. RESt別E StX℃町(Renforc弧t des StructLue du Ganie mlral)

16. ELAEDmT=CN DIuN PUIN mTICm DE LlⅡ顎江CAT=CN

17. DfR7ELDPIK ÅmCAN比況工CUIjTtjRE (1993 )

A-4.面会者リスト

1.在象牙海岸共和国･日本大使館(アビジャン)

･軽部 洋 参事官

･後藤 章 一等書記官

･森谷裕司 二等書記官

2. JICAフランス事務所(パリ)

･鈴木治夫 事務所長

･黒川恒男 次席駐在員

3.地域開発省(コトノ及びポルトノボ)

･ MR.妬妙軌A抑N-D=AYE

･ MR.tDEL KXK:弧J

･ MR.m榔SSA

･ MR. SERAPfEN AKAPRO

･ MR.SAL芯江 nコ詔僻江汲N

･ MR.DPLM Ⅰ£Ⅳ脱す

4.外務協力省(コ卜ノ)

･ MR.IⅡ(コ皿A.ADfKm

･ MM.T=ATTO帖…

･ E4R.伽Am

･朗R.AFTC) P皿+

5. UNDP (コトノ)

･ MR.JUST=N V.S=l荘迫〇

6.アフリカ開発銀行(アビジャン)

･和文.TTrERN AB4qANUfL

Ministre

Directeur du G6nie Rural

sots-Dirdur du G壷止e Rural

Directetr de l'Analyse de la Prき∇土siQn

=ng6nieur du (表r止e fhral

=ng占nieur du Ganie払ユra1

Direcヒeur du dprt日限nt由ie et Ck3eanie

Directeur Adjointe du I滋pahenymt Asie

et Cc(迫n土e

Ⅸcヒeur en Droit Conseillier

Chef du Service, Asie zrdaire

Charg占de PrqramTe

Conselユ1e工･ de la D土r∝た土on
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Ⅰ. INTRODUCTION

1.1 Situation gるn色rale

LeB6nin, qui faisait partie de l'Afrique Occidentale丘ancaise, a acquis son

ind6pendance le ler aoat 1960, solュs le mom de R6publique du Dahomey. Il a pris

ensuite le mom de R6publique du B6nin en 1975.

Lepays est situ6ま1'Ouest de i'Afrique･ Iloccupe un territoireal1ong6 dans
Ze gens

nord･sud sur 670 km (entre 6o et 13o de latitude nord) et de 80
km de large (entre

lo et 4o de longitude est).
Sa superrlCie totale est de 112 622 km2･Lepays est

baign占au sud par
le Golfe de Guin6e (Oc6an Atlantique), 1imit6 a l'ouest par le

Togo, a l'est par le Nig6ria, au nord par le Niger et
le Burkina･Faso･

Porto Novo, au sud du pays sur le Golfe de Guin6e en est la capitale

administrative, et Cotonou, port autonome de
l'Atlantique 6loign6 de 50 km, en est

la capitale politique et 6conomique.

Dlapr畠s la recensement de 1989, 1a population s'61色vea 4,4 millions drhabitants･

Elle est compos6e de quelques 46 groupes ethniques, dont
les principaux sont les

Fons, 1es Adjas, 1es Baribas et les Sombas.

La langue oL3Licielledu B6nin est le fねncais.Les principales religions sont

ramimisme (68 %), 1e christianisme (17 %) et l'Islam (15 %).

Les principales activit6s 6conomiques sont l'agriculture avec comme principales

productions l'lmile de palme, 1e coton, 1e cacao, 1e caf6, 1'arachide, 1.industrie 16g占re

avec principalement les produitsえbase de palme, et les services principalement

compos6s par le commerce et les transports.Les superficies totales cultiv色es

6taient de 902.000 ha en 1981.



Les principaux produits export6s sont les produits畠base de palme, 1e coton. 1e

cafi, et le卓 arachides.Les principaux clients sont en premier lieu la France (22,6

% de l'ensemble des exportations en 1978), puis par ordre dli皿POrtanCe les

Pays･bas, 1e Japon. 1e Nig6ria et la Grandc Bretagne･Les importations portent

principalement sur les biens de production, 1es boissons, 1e tabac et les v8tements

en provenance principalement et par or血e d■importance, de la France (28,6 % en

1978), de la Grande Bretagne, de 1-Al1emagne, de la Chine et de 1-Italie.

1.2 Plan de d6veloppement national

Lepremier plan de d6veloppement (1978･1980), qui avait pour but de nationaliser

les principales entreprises, a entra^)n6 une stagnation de l･6conomie nationale.

Apr占s avoir reconsid6r6 1a politique du plan, un nouceau plande d6veloppement

るconomique et social a 6t6 6tabli pour la p6riode de 1983 a 1987 (deuxi占me plan).

Ce plan, encore actuellement en cours, est constitu6 des volets suivants :

(1) Appr6ciation de lr6conomie du B6nin

Dans ce planles atouts et handicaps de l'6conomie du B6nirl One Claire皿ent

6t6 mis en古vidence.

Atouts

′

a･ Avantage geograpbique

LeB6ninest entour6 de vastes march6s ; ilse situe sur l'axe de liaison

du Nig6ria et des autres pays occidentaux du continent.

L-amるnagement des infrastructures devrait rendre cet avantage encore

plu5 prOf;table.

ら. Potentiel agrico】e

Le pays poss占de des terres tr占s fertiles, mais a 1-heure actuelle leg

superficies cultiv6es ne d6passent pas 14, 5 % des terres arables. II sera



possible d･61argir
les superflCies cultiv6es

d占s lors que l'on aura

extermin6 1,onchocercose (maladie caus6e par l'orlChocerca, Per

n6matode parasite丘1aire).

c. Potentiel minier

une production de 450 000 t/an de p6trole est assur6e ;
1es r6serves de

phosphore qui ont 6t6 confirm6es
dans le nord s-61占vent a

2 500 000 t･

d. Comme autre ressources 6conomiques, citons les ressources touristiqtleS

et les ressources bumaines.

&

a. Faiblesse de l'organisation

La direction charg6e de la planification n-a pas sufrlSamment

d･exp6rience. EZle manque de cadres quaZi{16s a】ors 可ue par ailleurs
les

initiatives gouvernementales sont fortement concentr6es･Les donn6es

statistiques sont 6galement insuffisantes, tant du point de vue

qualitatif que quantitatif.

b. Personnel

Les techniciens de qualification moyenne font d6faut.

c. Sous d6veloppement des infrastructures

Ler6seau routier est en mauvais 6tat.

(2) Place du secteur agricole dams la stratるgie de d6veloppement

a. pour accro^1tre la demande int6rieure il est indispensable d'am61iorer le

pouvoir d･achat de la population rura】e qui repr6sente 83 % de la

population totale du pays･ Etant donn6 que du point de vue de la

cr6ation des surplus, crest le secteur rural qui presente
le plus grand



potentiel, le d6veloppement de
ce secteur de I-6conomie a done une place

privi16giるe au seinde
la strat6gie du gouvernement･

b. L･industrie devra avant tout servir a augmenter la productivit6 agricole

en favorisant l･61argissement des r6seaux de vente des productions

agricoles･ Par consequent ce secteur devra promouvoir l■industrie agro･
′

alimentaire et 6largir la production des outillages agricoles･

2. CONDITIONS NATUR玉:LLES

2.1 Climat et hydrog6ologie

(1) Climat

De part la forme 6troite et allong6e du territoire dans
le sens nord･sud, 1e

pays est soumis a trois types de climats.Les zones climatiques sont les

suivantes.

a. Zone littorale

C'est une zone de climat equatorial typique avec des temp6ratures

variant entre 21oC et 33oC, s°it One moyenne annuelle de 27,6oC･

L･hygrom6trie d6passe souvent 80 %･ Il y a deux saisons de pluies･ 1●une

de faible importance, llautre de grande importante･

b. Zone de transition

C'est une zone marquee par un climat qui se situe entre
le climat

6quatorial du sud et le climat tropicaldu nord･Les temp6ratures

varient entre 20oC et 29oC, et on remarque l■apparition d-une saison

s占che bien marqu6e.

c. Zone nord

C-est une zone au climat typique des reglOnS trOpicales continentales

avec de grands 6carts de temp6rature et deux saisons distinctes : une



saison s占che et une saison des pluies. La temp6rature annuelle

moyenne est de 26,5oC, un peu moins qtle CeZle de la zoT2e jjttora】e･

(2) Pr6cipitations

Les pr6cipitations annuelles sont de lrordre de 1400 mm maximum sur la

reg10n C6ti色re du sud, de 1200 mm dams la region du centre ; elles

diminuent progre?sivement pour atteindre seulement 900 mm
a l'extr8me

nord du pays, dabs le bassin du 8euve Niger. Sur le littorall■a皿n占e

s'articule autour de quatre saisons distinctes avec deux saisons des pluies

Oa grande saison des pluies entre avril etjuin et
la petite saison des pluies

en septembre et octobre).
Un cycle de deux saisons marque la region centre･

nord, avec une saison des pluies de mai a octobre et une saison sるche de

novembre a avril.

Si l'ollObserve lp6voiution des cycles de pr6cipitation sur uzle longue p6riode

a partir des moyennes d6cennales, on remarque l'existence drun cycle de 20

ans avecen 1929 et 1947 deux annるes de grande sるcheresse, et en 1948 et

1968 deux ann6es de pluies abondantes. Si on observe cette m6meるvolution

sur une courte p6riode A partir des rnoyenrleS qujnquennales, on remarque

l'existence drun cycle de 5
- Tans.

Depuis 1978, 1e B占nin se trouve darts ulle p6riode de s6cheresse, qui par

ordre d■intensit6 se situe au cinqui色me rang des s6cheresses enregistr6es

depuis 62 ans ; en cons6quence, 1a probabilit6 d'apparition de ce type de

s6cheresse est de 12 ans.

2.2 Fleuves et debits

Leplus grand neuve du B6nin est l'Ou占m6 qui traverse le territoire darts le serlS

de la longueur (superficie totale du bassin : 52000 km2 environ). Vient ensuite le

Pandjare (2500O km?, 1e Sota (15000 km2), afnuent du Niger. et l'Alibori (9000



km2).Ler色gime annuel Doyen de l･Ou6mるau cours des 25 demiらres annるes a 6t色

de 4,93 milliards
de m8, ce qui correspond a une

lame d-6coulement de 104 mrn/an･

pourune pluviom6trie du bassin versant d.environ
1100 mm, le coeFICient

d-6coulement avoisine 9,5 %.

2.3 Agriculture

Les terres cultivables sont 6valu色es a 7 050 000 ha, soit
6% de la superficie totale

du pays.Ler6seau
hydrographique est assez dense et draine pr昌s de

107 600kn2･

dont respectivement 34 % et 42 % pour les凸euves
Niger et Ou6m6 et leurs

afnuents.

En R6publique du B6nin, 1tagriculture a 6t6 d6finie comme base du d6veloppement

6conomique. Mais cette agriculture reste encore largement tributaire de la

pluviom6trie tant du point de vue de
la production v6g6tale que

de la production

animale. Aussi, en cette p6riode de crise 6conomique g6n6ralisるe･ 1es autorit6s

b6ninoises ont･elles d6cid6 de mettre au point un minimum de programmes pour

poursuivre les actions men6es dams
le secteur agricole･

L･agriculture est le secteur de production qui soutient I-6conomie du Benin ; plus

de la moiti6 des exportations sont constitu6es par du coton et des
huiles v6g6tales･

Les principaux clients sont le Nig6ria, 1a Hollande, la
France et le Japon･Les

principaux produits d･importation sont
leらfibres, 1es textiles, 1es machines achet6s

surtout a la France, a l'Angleterre, a la Hollande et a la Chine･Lerevenu par

habitant 6tait de 260 S US en 1985, un des plus bas du monde. Du fait de sa

politique 6conomique ax6e essentiellement sur le d6veloppement agricole, 1e

Minist占re du D6veloppement rural a entrepris depuis quelques ann6es d-6tendre

les r6seaux d･irrigation et les surfaces irriguees pour maintenir
l'autosuffisance

alimentaire para116lement a la pouss6e d6mographique･Les cultures portent

principalement sur le malls, 1e manioc, 1a patate douce, 1rarachide, 1-huile de palme,

le cot,on et le riz.



3.

pour repondre a cette strat6由ede d6veloppement
du secteur agricole, 1e Minist占re

′

du D6veloppementruralet de l'Action coop6rative a 6Iabor6 un ”Plan d'action pour
1

1a血ise en oeuvre de la politique agricole pour la p6riode de 1988-1992'-. A ce

niveau il aるt6 6tabli un diagnostic de la situation actuelle.
De ce diagnostic, il

ressort qu'il faudra mettre en oeuvre les pro)Lets tels que :

(1) La maitrise de l'eau dams le5 domaines

′

a. de l'agrlCulture irrlguee

b･ de l'aiimentation en eau potable dos popuiations

c. de l■abreuvement du b6tai1

d- du d6veloppement de la pisciculture

(2) L-augmentation de la production agricole en vue

a. d'atteindre llautosuf{1SanCealimentaire

b･ de ravitailler leg industries agro･alimentaires en mati占res premi昌res

c- dtexporter le surplus de production pour acqu6rir des devises

OBJECTIF DE L'ETUDE

La presente 6tude a pour objectifde d6finir
un programme de petite irrigation par

ノ

1-exploitation des eaux de surface et des eaux souterraines dams
les d阜partements

de 1-Ou6m6 et du Mono au sud du pays, deux regions qui presentent un fort
′

potentiel agricole. Eue s'attachera a 6tablir un plan de d6veloppement agricole qui

vise l'augmentation de la production dos 16gumes a forte valeur marchande

pendant la saison s占che et l'am6nagement paral1占1e des infねstructures routi6res

rurales indispensables pour d6senclaver notamment les zones de fわrtesproductions

et 6couler les produits agricoles, afin d-augmenter les revenus en argent liquide dos

populations, relever leur niveau de vie, et
favoriser 1-am6nagement de

I-environnement.



4. SECTEUR COUVERT PAR LE PROJET

Lepro3'et couvre le島 d6partements de llOuるm6 et du Mono, deux reglOnS

m6ridionales du B6min qui presentent un fort potentiel agricole･ C-est une region
′

′ 一

de basse plaine, o血avec leg saisons de pluies. 1e niveau de pr6cipitations atteint

en moyenne 1200 mm par an.

5. CONTENロDE L■ETUDE

Les travaux de l'6tude de faisabilit6 qui est pr6sent6e ici, se divisent en deux

pbases.

5.1 PHASE 1

(1) Premi占re 6tude sur le terrain

a. Collecte des cartes topographiques (S= 1/50 000) de la r6gion de l16tude

et des donn6es de bases (climatologie, hydrologie, utilisation des terres,

p6dologie, agriculture, relief, g6ologie, eaux souterraines, d6bit des

fleuves, relev6s des essais de pompage et d'analyse de qualit6 de l'eau).

b. Etude du potentiel en eaux de surface et en eaux souterraines et de

l■utilisation des sols

c. Etude des sites d'ouvrages existants由uits, routes, r6seatlX d-irrigation)

(2) Premibre analyse au Japon

a. Etablissement des normes de s6lection des sites programm6s pour le

projet,et s61ection approximative des sites approprleS pour la petite

irrigation.

b. D6terminatiorl de l'envergure appropri6e pour une petite irrigation et

planification apI)rOXimative des puits et des routes.



5.2 PHASE II

(1) Deuxiるme 6tude surle terrain

a. pr6paration des cartes topographiques (S=1/500) des sites appropri6s

du projet et collecte des docpments comp16mentaires･

b. Etude d6tail16e des sites appropri6s du projet ( eaux de surface,
eaux

souterraines, g6ologie, p6dologie, exploitations agricoles･ cultures･pistes

rurales, commercialisation)

c. pr阜paration du plan de petite irrigation et planification sch6matique

de5 0uVrageS a-art･

d. Etudes socio･6conomiques

(2) Deuxi色me analyse auJapon

a. Evaluation des potentieJs en eaux de surface et en eaux souterraines et

analyse des bilans d■eau

b. Etablissement des installations de puits et des rるseaux de petite

irrigation

c. Etablissement d.un plan d-am6nagement des in丘astructures

d. Etablissement d-un programme dlexploitation agricole

e. Calculdes coats de construction des instauations

f. Evaluation des travaux et impact sur l'environnement

La mise en oeuvre de 1-6tude demandera 12 mois.

6. AGENCE D-EXf:CUTION I)E LA CONTREPARTIE BENINOISE

La Direction du G6nie rural du Minist占re du D6veloppementruralsera charg6e de

la r6alisation de l'6tude.



7.
,
CONCI.USIONS ET RECOMMANDATIONS

7.1 Impaetdestravaux

Legouvernement du Benin a accordるune place privi16gi6e au
d6veloppement du

secteur agricole, dont la production est soumise auxal6as dlune
forme de culture

traditionnelle pluviale, et conditionn6e par
la p6dologie, alors que parailleurs

il

absorbe pr占s de
70 % de la population du pays, car c■est un secteur

6conomique

particuli6rement important, et qui constitue la c16 de voate du d6veloppement

6conomique du pays.

Les r6gions sur lesquelles portent l'6tude, dans les d色partements de Ou6m6 et de

Mono, ont une pluviom6trie et un potentiel de ressources en eau souterraine

relativement riches. Par ailleurs, avec egalement une fわrte concentration des

populations, ce secteur d-6tude pr6sente un potentiel agricole
tout a fait

exceptionnel. Pourtant, 6tant donnる1e type d-agriculture traditionnelle tributaire

des■alias climatiques, on ne peut pas esp6rer des productions stables･
Par

consequent nous proposons avec ce projet, d'augmenter la production
′

principalement de 16gumes a partir d-un plan de d6veloppement de la petite

irrigation. laquelle devraitfoumir des volumes a-eau dlirrigation stables dams les

d6partements de Ou6m6 et de Mono, et ce m昌me pendant la saison s占che･ En

outre, 1e plan contient 占galement un volet de r6alisation paral1占1e des

in良astructures routi汝es rurales pour assurer
1-6coulement nuide dos produits

r6colt6s. Ainsi, ce projet devrait avoir
un impact 6norme, puisque, tout en

favorisant la stabilit6 du milieu de vie des populations de la reglOn, il devrait

conduire a long terme a une augmentation de la production agricole et du revenu

des agriculteurs.

7.2 Dispositions futures attendues et volets d-6tude n6cessaires

La r6alisation de ce projet est conditionn6e tout d7abord par la mise
en oeuvre

pr6alable d'une 6tude de faisabilit6. Dans la reglOn m6ridionale couverte par
les



8.

d6partements de Ou6m6 et de Mono, secteur qui renferme un potentiel agricole

important, ii faudra 6tabiir un plan de petite irrigation qui exploite les eaux

souterraines et les eaux superficielles dams
le but de cultiver dos legumes pendant

la saison sるche. Il faudra done analyser lea possibilit6s de d6veloppement du point

de vue de l'envergure des structures et du contenu des installationsainsi que du

●
′

cboix des sites approprleS.

Leら investigations de la phase I, porteront sur 1-6tude du potentiel en eaux de

surface et en eaux souterraines, et sur le choix des sites de projet.Les

investigations de la phase II renfermeront une 6tude d6tai116e des sites propos6s

du point de vue du relief, de
la g6ologie, des eaux de surface･ des eaux

souterraines, de lrutilisation des sols. des surfaces irrigu6s, des exploitations

agrlCOles, des prix des produits agricoles. et de 1-6tablissement d-un plan
de petite

irrigation.

TERMES DE R山塊RENCE (PROⅥSOIRES) DU PROJET (ETUI)E DE

FAISAB ILITE)

Les termes de r6firence (provisoires)de ce projet (6tude de faisabilit6)sont libe116s

comme suit.



TERMES DE REFERENCE PROVISOIRES

虫TUDE DE FAlSABILIT虫DU PROJET DE

D壬:VELOPPEMENT I)E LA PETITE IRRIGATION

DANS LES D虫pARTEMENTS DE L■OU虫M丘ET DU MONO

EN R宜puBIQUE DU B丑NIN

Titre du pro5et

Agence d'ex6cution

Projet de d6veloppement de la petite irrigation

dans les d6partements de l'Ou6m6 et du Mono

Direction du genie rural

Mimist占re du D6veloppement rural

Gouvernement de la R6publique du B6nin

Source d'assistance demand6e Gouvernement du Japon

1. Contexte

La R6publique du B6nin est un pays d'Afrique de 1.Ouest au territoire 6troit et

a11ong6 de 112.622 km2 de superficie･ Il part de l'oc6an
Atlantique au Sud vers le

Burkina Faso au Word et est limit6 a l'Ouest par le Togo et畠11Est par le Nig占ria･

La population 6tait estim占e a 4 566 700 habitants en 1988 pour un taux de

cro,issance d6mographique gravitant autour de 2,7
- 3 %. Environ 90 % de la

population vit en milieu rural ; c-est done un pays essentiellement agricole･

L-extension du territoire dams le sens nord-告ud conditionne
la rるpartition des deux

reglmeS Climatiques : un climat tropical humide et un climat tropical see.
′

■

Les precipitations, d'une LTacon generale, sorlt mal r6parties dads Ze temps et dazIS
′ ′

1-espace et atteignenten moyenne 900mm au Nordet 1200 mm au Sud.Les terres

cultivables sont 6valu6es a 7 050 000 ha, s°it 6% de
la superficie totale du pays.



Ler6seau hydrographique est assez dense et draine pr6s de 107 600 km2, dont

respectivement 34 % et 42 % pour lea neuves Niger et Ou6m占et lelユrSainuezltS.

En R6publique du B6nin, 1'agriculture a 6t6 d6finie comme base du d6veloppement

6conomique. Ma主s cette agriculture reste encore largement tributaire de la

pluviom6trie tant du point de vue de la production lv6g6tale que de la production

animale. Aussi, en cette p6riode de crise 6conomique g6n6ralis6e, leg autorit6s

b6ninoises ont-elles d6cid6 de mettre au point un minimum de programmes pour

poursuivre les actions men占es dams le secteur agricole.

L'agriculture est le secteur de production qui soutient 1-6conomie du B6nin ; plus

de la moiti6 des exportations sont constitu6es par du coton et des huiles v6g6tales.

Leら principaux clients sont le Nig6ria, la Hollande, la France et le Japon.Leg

principaux produits d'importation sont lesfibres, 1es textiles, 1es machines achet6s

surtout a la France, a l一Angleterre,え1a Hollande etえ1a Chine.Lerevenu par

habitant 6tait de 260 S US erlユ985, uTl des p一us has du J71Onde. Du fail de sa

politique 6conomique ax6e essentieuement sur le d6veloppement agricole, le

Ministbre du D6veloppementrural a entrepris depuis quelques ann6es a-6tendre

les r6seaux d'irrigation et les surfaces irriguees pour maintenir 1-autosuffisance

alimentaire parallalement a la pouss6e d6mograI)hique.Les cultures portent

principalement sur le ma'is, le manioc, 1a patate douce, 1'arachide, 1rhuile de palme,

le coton et leriz.

Pour r6pondreえcette strat6gie de d6veloppement du secteur agricole, 1e Minist占re

du D6veloppement rural et de l'Action coop6rative a 61abor6 un ”Plan dfaction pour

la mise en oeuvre de la politique agricole pour la p6riode de 1988-1992''. A ce

niveau il a 6t占6tabli un diagnostic de la situation actuelle. De ce diagnostic, il

ressort qu■ilfhudra mettre en oeuvre les projcts tels que :

(1) La maitrise de l'eau dans les domaines

a･ de l'agriculture irriguee

b- de I.ahmentation en eau potable des populations



c. de l'abreuvement dub6tail

d･ du d6veloppement de la pisciculture

(2) L'atlgmentation de la production agricole en vue

a- d'atteindre lTautosuffisance alimentaire

b･ de ravitailler les industries agro･alimentaires en mati6res premi昌res

c- drexporter le surplus de production pour acqu6rir des devises

La strat6gie globale de d6veloppement de ce secteur pr6voit qu'un accent

particulier soit mis sur les actions a entreprendre telles que :

(1) projet d'am6nagement ou de r6habilitation de 5000 ha -de p6rim6tres

irrlgueS,

(2) projet de foncage de 145 puitsえgrand diam色tre
dont 60 contre-puits (forage

(3)

(4)

(5)

2.

＋
puits),

projet
d'ouverture et drentretien de 2 493 km de pistes.

projet de construction et d7entretien de 60 retenues d-eau,

projet de creusement de 50 mares.

Objectif de 1-6tude

La presente 6ttlde a pour objectifde
d6丘nir UTI Programme de petite irrigatio一1 Par

l'exploitation des eaux de surface et des eaux souterraines dams leg d阜partements

de lrOu6m6 et du Mono au sud du pays, deux r6gions qui pr6sentent un fort

potentiel agricole. Elle s■attachera a 6tablir un plan de d6veloppement agricole qui

vise llaugmentation de la production des 16gumes a forte valeur marchande

pendant la saison s6che et lfam6nagement parall占1e des infねstructures routi6res

ruralesindispensables pour d6senclaver notamment les zones de fortes productions

et pollr 6cou王er
les
produits agricoles, afin d'augmenter les revenus en argent

liquide des populations, relever leur niveau de vie, et favoriser ltam6nagement de

l'environnement,.



3.

4.

Seeteur couvert par le projet

′ ■

Lel･projet couvre les d6partements de lrOu6m占et du Mono, deux reg10nS

m6ridionales du B6nin qui presentent un fort potentiel agricole. C'est une reglOn
′

′ ｡

de basse plaine, o(I aVeC les saisons de pluies, le niveau de pr6cipitations atteint

en皿Oyenne 1200 mm par an.

Contenu de l'色tude

Les travaux de l■6ttldede faisabilit6 qui est pr6sent占e ici, Se divisent en deux

phases.

PHASEl

(1) Premi6re 6tude sur le terrain

a. Collecte des cartes topographiques (S= 1/50 000) de la region de I-6tude

et des donn6es de bases (climatologie,hydrologie, utilisation des terres,

p6dologie, agriculture, reliefT,g6ologie, eaux souterraiJleS, d占bit des

f]euves, relev6s des essais de pompage et d'analyse de qualit6 de l'eau).

b. Etude du potentiel en eaux de surface et en eaux souterraines et de

l'utilisation des sols

c. Etude des sites d.ouvrages existarltS Q)uits,routes, r6seaux drirrigation)

(2) Premi6re analyse au Japon

a. Etablissement des rlOrmeS de selection des sites programm6s pour le

projet, et sる1ection approximative
des sites appropri6s pour la petite

irrigation.

b. D6termination de l'envergure approprlee pOtlr ulle petite irrigation et

plani丘cation approximative des puits et des routes.



PHASE II

(1) Deuxi占me 6tude sur le terrain

a. Pr6paration des cartes topographiques (S=1/500) des sites appropri占s

du projet et collecte des documents comp16mentaires.

b. Etude d6tail16e des sites appropri6s du projet (eaux de surface, eaux

souterraines, g6ologie, p6dologie, exploitations agricoles, cultures, pistes

rurales, commercialisatiorl)

c. Pr6paration du plan de petite irrigation et planification sch6matique

des ouvrages d■art.

(1. Ettldes socio-6conomiques

(2) Deuxi色me analyse au Japon

a. Evaluation des potentiels en eaux (le surface et en eaux souterraines et

analyse des bilans d-eatl

b. Etablissement des installations 〔ie puits et des r6seaux de petite

irrigation

c. Etablissemerlt d-un plan d'am6nagement des infrastructures

d. Etablissement d■un programme d■exploitation agricole

e. Calcul des cot^1tS de construction des instauations

f. Evaluatiorl des travaux et impact sur l'environnement

5. Dur色e de I-6tude

La mise en oeuvre (1e l'6tude demandera 12 mois.

6. Planification du personnel n6cessaire

Pour mener l'6tude a bien lamission d'6tu(le devra昌tre constitu6e de sp6cialistes

expatri6s et nationaux, (laロs les domaines ci･aI)rbs mentionn6s :



7.

a. supervision g6n6rale (chef de mission)

ち. climatologie, bydrologle, exploitation des eaux

c. irrigation, drainage

d. eaux souterraines brospections g6ophysiques)

e. eaux souterraines (sondages, fTorage de puits)

£ plan des installations

g1 6tude diagnostic, exploitation agricole et p6dologie

h. d6veloI)pement agricole, environnement, commercialisation et infrastructures

de g6nie civil (pistes,ouvrages d'art)

i. socio-6conomie, 6conomie agricole et
6valuation 6conomique

j･. mesures et calculs

Le personnel n6cessaire pour la r6alisation
du
projet est estim6

a 65 hommes/mois

au total. U6tude devrait 6tre termin6e 12 mois apr占s le d6marrage･

Rapports d一色tude

Au cours (1e ses travaux, 1amission d'6tude devra pr6parer et pr6senter au

gouvernement du B6nin les raI)ports (enfrancais) indiqu6s ci･dessus :

PHASEI

a. Rapport pr61iminaire

b. Rapl)Orb interm6diaire

ffiASjiii

a. Rapport pr61iminaire

b. Ral)1)Ort interrn6diaire

c. Projet de rapport丘nal

d. Rapport final

20 ex. 1 mois max. apr包s le d6marrage de l伽ude

20 ex. 3 mois max. apr占s le (16marrage de l'6tude

20 ex. 1 mois max. apr6s
le d6marrage de I '6tude

20 ex. 1 mois max. apr6s le d6marrage de l'6tude

25 ex. 12 mois max. aprbs le (16marrage de 1-6tude

50 ex. 1 mois max. apres r6cel)Lion (lescommentaires



Elude de faisabilit6 du projet de d6veloppement de la petite irngation dams les d6partements de l･Ou6m色et du Mono en R6publique du Benin

Mois

D6taildestravaux
PHASEI PHASEII

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 14 15

PHASEI

(1)Cartestop甲raPhiques(S-1/50000).donn6esdebas占
(climatologle,utilisationdessols,agriculture,

g6ologie,d6bitdesfleuves)
(2)Investigationdessites(ouvragesexistants,eauxde

surfaceeteauxsouterraines,utilisationdessols,

exploitationsagricoles,routes,irrigations.puits)
(3)S61ectiondessitesdeprojetappropribs

(4)Etudeg6n6raleduprojet,elaboration,analyse

PHASEII

(1)Cartestopographiques(S=1/500),compilationdes
documentscomp16mentaires

(2)Etuded6tail16edessites(eauxdesurfaceeteaux

souterraines,exploitationsagricoles,p色dologie,

pistesrurales,puits,irrigation)
(3)Etablissementdestaillesappropri6espourlapetite

irrigationetplang6n6raldesinstallations

(4)Etablissementdesr6seauxdepetiteirrigation,de喜
despuits･desroute･s･autresr6seauxd･irrigation,

6valuationdesressourceseneau.bilansd･eau

(5)Coatsdeconstruction.6valuationdestravaux,
impactsurlfenvironnement

(6)Etudessocio･6conomiques

#
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